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(54)【発明の名称】 液晶ディスプレイをリサイズする方法

(57)【要約】
液晶ディスプレイ（ＬＣＤ）をリサイズする方法は、最
初にＬＣＤの希望サイズ（３７）を決定し、これによっ
てＬＣＤの非希望部分（３８）を識別する段階を含む。
次いで、ＬＣＤの非希望部分（３８）に対応するテープ
自動ボンディング・ストリップ（ＴＡＢ）（６２）を取
り除く。ＬＣＤの非希望部分（３８）に対応するフレッ
クス回路（１３８）またはその一部分を切断し、取り除
く。ＬＣＤの非希望部分（３８）に対応する回路板（６
６）またはその一部分を切断し、取り除く。ディスプレ
イ・パネル（５０）を切断して、ＬＣＤの非希望部分（
３８）に対応するディスプレイ・パネルの一部分を取り
除く。最後に、ディスプレイ・パネルのカットエッジを
密封する。
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【特許請求の範囲】

    【請求項１】  液晶ディスプレイ（ＬＣＤ）をリサイズする方法であって、

  （ａ）ＬＣＤの希望サイズ（３７）を決定し、これによってＬＣＤの非希望部

分（３８）を識別する段階と、

  （ｂ）ＬＣＤの非希望部分（３８）に対応するテープ自動ボンディング・スト

リップ（ＴＡＢ）（６２）を取り除く段階と、

  （ｃ）ＬＣＤの非希望部分（３８）に対応するフレックス回路（１３８）また

はその一部分を取り除く段階と、

  （ｄ）ＬＣＤの非希望部分（３８）に対応する回路板（６６）またはその一部

分を取り除く段階と、

  （ｅ）ディスプレイ・パネル（５０）を切断して、ＬＣＤの非希望部分（３８

）に対応するディスプレイ・パネルの一部分を取り除く段階

  を含む方法。

    【請求項２】  段階（ｄ）が、

  どの出力トレースがＬＣＤの非希望部分（３８）に対応するかを決定する段階

と、

  ＬＣＤの非希望部分（３８）に対応する出力トレース（１３４）とだけ交差す

る切断線の光軸（１３０）を決定する段階と、

  光軸（１３０）上で回路板（１３８）を切断する段階

  を含む、請求項１に記載の方法。

    【請求項３】  段階（ｃ）で、フレックス回路（１３８）またはその一部分

を取り除くことが以下の段階、すなわち、

  どの出力トレース（１３４）がＬＣＤの非希望部分（３８）に対応するかを決

定する段階と、

  ＬＣＤの非希望部分（３８）に対応する出力トレース（１３４）とだけ交差す

る切断の光軸（１３０）を決定する段階と、

  光軸（１３０）上でフレックス回路（１３８）を切断する段階

  を含む、請求項１に記載の方法。

    【請求項４】  段階（ｅ）で、ディスプレイ・パネルを切断することが、
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  取り付けられた偏光板（７２、７４）を、ディスプレイ・パネルの切断領域か

ら取り除く段階と、

  ディスプレイ・パネルの能動プレートおよび受動プレート（８０、８２）をス

クライブする段階と、

  能動プレートおよび受動プレート（８０、８２）にそれぞれ約１°の角変位を

適用することによって、能動プレートおよび受動プレート（８０、８２）を破断

し、カット・エッジを残す段階

  を含む、請求項１に記載の方法。

    【請求項５】  能動プレートのスクライブと受動プレートのスクライブ（８

４、８８）のうち、ディスプレイ・パネルの能動領域に近いほうが、ディスプレ

イ・パネルの能動領域から第１のオフセット距離（８７）のところにあり、能動

プレートのスクライブが、受動プレートのスクライブから第２のオフセット距離

（８８）だけオフセットされる、請求項４に記載の方法。

    【請求項６】  能動プレートに対する損傷を最小限に抑えるために最初に受

動プレートを破断する、請求項４に記載の方法。

    【請求項７】  カットエッジに密封接着剤（９０）を適用することによって

カットエッジを密封する追加の段階を含む、請求項５に記載の方法。

    【請求項８】  密封接着剤中にガスが逃げることができるように、密封接着

剤（９０）の適用および硬化の間、カットエッジをある角度（９２）に傾ける、

請求項７に記載の方法。

    【請求項９】  気泡（１１２）がないかどうかディスプレイ・パネルのカッ

トエッジを検査する追加の段階と、

  気泡（１１２）が存在したときに、気泡（１１２）に隣接したエッジに沿って

液晶（１２０）を適用し、かつディスプレイ・パネルをほぼ垂直に真空中に置い

て、気泡が逃げ、代わって液晶（１２０）がその位置を占めることができるよう

にする追加の段階

  を含む、請求項１に記載の方法。

    【請求項１０】  液晶（１２０）を適用する前にディスプレイ・パネルを予

熱する中間段階を含む、請求項９に記載の方法。
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【発明の詳細な説明】

      【０００１】

    （発明の背景）

１．発明の分野

  本発明は一般に液晶ディスプレイ（ＬＣＤ）に関し、詳細にはＬＣＤをリサイ

ズする方法に関する。

２．関連技術の説明

  液晶ディスプレイ（ＬＣＤ）は当技術分野であまねく知られている。アクティ

ブ・マトリクスＬＣＤは、行および列アドレス線ならびに対応する駆動回路を含

む。このタイプのディスプレイは一般に「Ｘ－Ｙアクティブ・マトリクス型ＬＣ

Ｄ」として知られている。行および列アドレス線は一般に、ＬＣＤの４辺のうち

の２辺から駆動される。すなわち、行アドレス線はディスプレイの１つまたは２

つの辺から駆動され、列アドレス線はディスプレイの残り１つまたは２つの辺か

ら駆動される。行または列アドレス線に対して２つのドライバが使用される場合

には、行または列アドレス線が対向する２辺から駆動され、両手の指を組み合わ

せたときのように配置される。

      【０００２】

  行および列アドレス線のドライバ・チップは一般に、ディスプレイ・パネルの

辺に隣接して配置された別々のプリント回路板上に取り付けられ、ドライバ・チ

ップをＬＣＤの出力を制御する中央コントローラにインタフェースする働きをす

る。ドライバ・チップに対してはしばしばフレキシブル回路アセンブリが使用さ

れる。

      【０００３】

  図１は、従来のＬＣＤの一般的な一構成の透視図である。図１に示したＬＣＤ

は、ディスプレイ・パネル１０、ならびに行ドライバ１２および列ドライバ１３

をそれぞれ支持する複数のフレックス回路１１および１４を含む。フレックス回

路１１および１４上に支持された行および列ドライバ１２および１３は、個々の

アドレス線（行または列）に接続され、ディスプレイ・パネル１０の縁まで延び

る。ディスプレイの周囲に必要な追加の境界領域を最小限に抑えるため、フレッ
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クス回路は一般に、ディスプレイ・パネル１０の平面に直角に延びる。回路板１

５、１６およびコネクタ１７、１８は、ドライバ・チップを中央コントローラに

インタフェースする。

      【０００４】

  従来のＬＣＤの他の一般的な他の構成は、ＬＣＤのそれぞれの辺に沿って、デ

ィスプレイのそれぞれの辺に隣接して別個の硬質回路板を提供する個々のドライ

バＴＡＢ（テープ自動ボンディング）を含む。それぞれの回路板は自体を、ディ

スプレイ・パネル１０の対応する辺に沿って取り付けられたドライバＴＡＢにイ

ンタフェースする。このようなドライバＴＡＢの１つを図２に示す。ＴＡＢ２０

は、ディスプレイ・パネル１０の縁に沿って取り付けられており、アドレス線は

、ドライバＴＡＢ２０の出力リード線２９に電気的に接続されている。出力リー

ド線の支持体３２をディスプレイ・パネル１０に取り付けることができ、かつベ

ース部分２１をディスプレイ・パネル１０に直角に曲げることができるように、

窓２５が設けられている。ベース部分２１は、銅製の複数の入力トレース３１お

よび出力トレース２９を含む。ドライバ・チップ２７は、入力および出力トレー

ス３１および２９に電気的に接続されている。入力トレース３１は、入力コネク

タ３４を介して中央コントローラから入力信号を受け取る。

      【０００５】

  以上に説明した従来のＬＣＤは一般に、さまざまな標準サイズのものが入手可

能である。しかし、ＬＣＤの用途に対する正確な仕様要件に合わせるために、中

間製造業者が、ＬＣＤのサイズを低減する、すなわちリサイズする必要に迫られ

る場合がある。例えば中間製造業者が図３に示すように、非希望部分３８を物理

的に切り離すことによって、ＬＣＤの希望部分３７の完全性を維持しながらサイ

ズを低減し、かつ／またはＬＣＤの縦横比を変更することを求められることがあ

る。こうすることによって、ＬＣＤを、ランドスケープ・モードからポートレー

ト・モードに、またはポートレート・モードからランドスケープ・モードに随意

に変更することができる。

      【０００６】

  しかし、ＬＣＤのリサイズにはその構造に起因する多くの障害がある。ディス
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プレイ・パネル１０は、液晶層をその中に保持する平らな空洞が画定されるよう

に周縁を密封した対向する一対の透明ガラス板を含む合わせガラス構造である。

ガラス板をスクライブすることによってディスプレイ・パネル１０を切断すると

、上部プレート（受動プレート）がスクライブのところで分離されたときの圧縮

応力によって下部プレート（能動プレート）が損傷を受ける可能性がある。さら

に、ディスプレイ・パネル１０のカット・エッジを密封する前に、カット・エッ

ジの近くに、ＬＣＤを使用不能にする大きな気泡が現れる可能性がある。

      【０００７】

  さらに、先に説明した関連ＴＡＢ、フレックス回路および／または回路板を切

断する方法も必要である。すなわち、希望部分の関連ＴＡＢ、フレックス回路お

よび／または回路板の完全性を維持ながら、最終的なサイズがディスプレイ・パ

ネルの希望サイズに対応するように非希望部分を取り除く方法が求められている

。

      【０００８】

    （発明の概要）

  したがって本発明の目的は、ＬＣＤの全ての希望部分の完全性を維持しつつＬ

ＣＤをリサイズする方法を提供することにある。

      【０００９】

  本発明の他の目的は、ディスプレイ・パネルのアクティブ・プレートに損傷を

与えることなくＬＣＤのディスプレイ・パネルをリサイズする方法を提供するこ

とにある。

      【００１０】

  本発明の他の目的は、蓄積した気泡を液晶材料で置き換えることによってカッ

ト・エッジを修復する方法を提供することにある。

  本発明の他の目的は、ディスプレイ・パネルのカット・エッジを密封する方法

であって、密封領域から密封接着剤中に気泡を逃がすことができる方法を提供す

ることにある。

      【００１１】

  本発明の他の目的は、ディスプレイ・パネルの希望サイズに対応する希望部分
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の完全性を維持しながら、非希望部分の関連ＴＡＢ、フレックス回路および／ま

たは回路板を取り除く方法を提供することにある。

      【００１２】

  以上の目的を達成するため、本発明に基づいて、液晶ディスプレイ（ＬＣＤ）

をリサイズする方法が提供される。この方法は、最初にＬＣＤの希望サイズを決

定し、これによってＬＣＤの非希望部分を識別する段階を含む。次いで、ＬＣＤ

の非希望部分に対応するテープ自動ボンディング・ストリップ（ＴＡＢ）を取り

除く。ＬＣＤの非希望部分に対応するフレックス回路またはその一部分を切断し

、取り除く。ＬＣＤの非希望部分に対応する回路板またはその一部分を切断し、

取り除く。ディスプレイ・パネルを切断して、ＬＣＤの非希望部分に対応するデ

ィスプレイ・パネルの一部分を取り除く。最後に、ディスプレイ・パネルのカッ

トエッジを密封する。

      【００１３】

  本発明の以上の目的、特徴および利点は、本発明の例示的な実施形態の以下の

詳細な説明を添付図とともに検討することによってよりいっそう明らかとなろう

。

      【００１４】

    （発明の説明）

  複数の図面にわたって同様の参照番号は類似のまたは同一の要素を識別してい

る図面に再び戻ると、本発明は、サイズ制約に合わせてサイズ超過のＬＣＤのサ

イズを小さくするかまたはリサイズする方法を提示している。図３を再び参照す

ると、ＬＣＤの全体的なサイズは、非希望部分３８を取り除くことにより希望サ

イズ３７に縮小される。場合によっては、ＬＣＤの縦横比（幅対高さの比）が横

長（縦横比＞１）から縦長（縦横比＜１）に変わるか、または正方形になる（縦

横比＝１）ことがある。

      【００１５】

  図４は、ＬＣＤのリサイズする全体的な手順の概要を示している。ステップ４

０で、偏光板（および補償器）のフィルムを切断する領域の上と下の基板から取

り除く。ステップ４１で、ＴＡＢ、フレックス回路、および／または回路板を切
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断し、非希望部分を取り除く。続いてステップ４２でディスプレイ・パネルを切

断し、切断面に傷や気泡がないか調べる。気泡が検出された場合、ステップ４６

でエッジを修復する。ステップ４８でカット・エッジを接着剤で密閉する。以下

では図４の手順の各ステップについてさらに詳しく説明する。

      【００１６】

  図４Ａでは、ステップ４０をさらに詳しく説明している。フィルムを非希望部

分４３の前面と後面から取り除き、切断装置が切断経路４５にそって直接ガラス

基板に接触するようにする。これで、繰り返し可能な高品質のスクライブ・マー

クが確実なものとなる。場合によっては、フィルムはすべて、両方の基板から取

り除かれる。これはたとえば、既存のフィルムを新しいフィルムと交換するため

に行うことができ、リサイズされたＬＣＤの光学的および／または環境面の性能

がさらに高められる。

      【００１７】

  図５～６では、ステップ４０をさらに詳しく説明している。図５は、リサイズ

するＬＣＤの上面図であり、ディスプレイ・パネル５０、複数のＴＡＢ  ５２、

行ドライバ・ボード５４、および列ドライバ・ボード５６を備える。

      【００１８】

  図６では、ＬＣＤの非希望部分が表されている。ここでは、ディスプレイ・パ

ネル５０の非希望部分６０、対応するＴＡＢ  ６２、およびＴＡＢ  ６２に対応

する列ドライバ・ボード５６の非希望部分６６が図に示されている。ＴＡＢ  ６

２は、適当な手段、たとえば、ヒート・バー、ホット・ナイフ、コールド・ナイ

フを使用して、または単純に手でＴＡＢ  ６２をはがしてディスプレイ・パネル

５０から取り除く。ホット・ナイフを使用する方法は、現在、ＴＡＢ  ６２を取

り除く方法として最もよく知られている。ここでは、取り除かれたＴＡＢ  ６２

は、ディスプレイ・パネル５０の非希望部分６０内に存在する列アドレス信号線

に対応する。

      【００１９】

  列ドライバ回路板５６はそれに対応して、エンド・ミルを実行するなど適当な

手段を使用してサイズを縮小され、これは通常、プリント回路板業界で使用され
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る。最後の能動的なＴＡＢ  ６８に使用される必要なトレースが損傷しないよう

に特に注意する必要がある。したがって、回路板をまず調べて、それから最後の

能動的なＴＡＢ  ６８に使用されるトレースの位置をメモしておく必要がある。

その後、列ドライバ・ボード５６を慎重に切断して、非希望部分６６を取り除き

、その際に、最後の能動的なＴＡＢ  ６８に使用されるメモされているトレース

の完全性を保持するようにする。適切な切断パターンが識別されたら、同じパタ

ーンを使用して、同様に製造されるすべての列基板を切断できる。さらに、機械

設備を使用して、前述のプロセスを支援し、精度と歩留まりの両方を高めるとと

もに、以下で説明するプロセスを改善できる。

      【００２０】

  ＬＣＤの機能試験を実施して、完全に損傷しているアッセンブリへの不要な出

費を抑えるためにＬＣＤの残りの希望部分が完全に機能するようにするのが好ま

しい。

      【００２１】

  上述の手順は、複数のＴＡＢ  ６２を取り除くために使用できる。さらに、Ｌ

ＣＤの列部分を取り除く方法について説明したが、行または水平部分は同様に、

対応するＴＡＢ  ６２および行ドライバ回路板５４の対応する部分とともに取り

除くことができる。同様に、ＬＣＤの列部分と水平部分を取り除くことができる

。

      【００２２】

  ただし、ＬＣＤが互いにかみ合う行アドレス信号線を含む場合、両方の向かい

合う側（右と左）から供給されるが、表示の密度を下げることないと列部分を取

り除くことはできない。同様に、ＬＣＤが互いにかみ合う列アドレス信号線を含

む場合、両方の向かい合う側（上とした）から供給されるが、表示の密度を下げ

ることないと水平部分を取り除くことはできない。

      【００２３】

  ＬＣＤのリサイズする他のステップでは、ディスプレイ・パネル５０のサイズ

を変更する必要がある。ディスプレイ・パネルのサイズを縮小する手順は、図４

のステップ４２で表されているとおりであるが、図６に示されているように、デ
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ィスプレイの非希望部分５０を識別することから開始する。非希望部分が識別さ

れ、ＴＡＢが上述のように取り除かれると、偏光板７２および７４が図７に示さ

れているようにディスプレイ・パネルから取り除かれる。ディスプレイ・パネル

５０は、通常、プレート・アッセンブリ７０、前部偏光板７２、および後部偏光

板７４である。前部および後部偏光板７２および７４は、ディスプレイ・パネル

全体から、または取り外すセクションのみから取り外すことができる。、場合に

よっては、偏光板７２および７４を補償フィルムなど他のフィルム上に積層する

こともできる。簡単のため、偏光板７２および７４は、さまざまな積層板を含む

ことができる、アッセンブリである。

      【００２４】

  すべての場合において、適切な静電放電（ＥＳＤ）手順に従い、ディスプレイ

・パネル内または行および列アッセンブリ内の電圧に敏感なデバイスの損傷を避

けるようにしなければならない。これは特に、接着剤が裏面に付いているフィル

ムをガラス基板から取り除くときに当てはまる。当業ではよく知られているよう

に、表面からテープを取り除くと摩擦帯電と呼ばれる効果が生じる。２つの材料

を密接な接触状態に置いておいて、分離すると、電子の移動が発生する。材料は

、反対の電荷を受け取り、絶縁体の場合、電荷のアンバランスが分離点の面上で

局在したままになる。フィルムとガラス基板は両方とも絶縁体であるため、ＥＳ

Ｄはイオナイザを使用し、分離プロセスの速度を安定化し、相対湿度を制御する

ことにより制御する必要がある。

      【００２５】

  図８を参照すると、プレート・アッセンブリ７０は能動プレート８２と受動プ

レート８０を備え、液晶材料８１を囲む。受動プレート８０および能動プレート

８２はそれぞれスクライブされ、スクライブ８４および８６を作成し、そのうち

一番近いのは、最初のオフセット距離８７、好ましくは３ｍｍ以上によるディス

プレイ・パネルの能動領域からのオフセットである。能動領域は、表示目的で機

能するリサイズされたＬＣＤの部分である。最初のオフセットは、光性能の低下

を引き起こすエッジ密閉接着剤が能動領域に移るのを最小限に抑える機能をする

。好ましい実施形態では、スクライブ８４および８６は、第２のオフセット距離
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８８によりオフセットされるが、好ましくは１～２ｍｍである。第２のオフセッ

ト８８の目的は、密閉動作に十分な領域を提供することである。能動プレート８

２または受動プレート８０は、追加表面領域を含み、接着剤に十分な領域を確保

できる。いずれにせよ、全体的なオフセット（第１のオフセット８７＋第２のオ

フセット８８）のを少なくとも５ｍｍにするのが好ましい。図８に示されている

好ましい実施形態では、受動プレート８０は能動プレート８２の上に覆いかぶさ

っており、エッジ密閉の前に能動プレートが損傷を引き起こす潜在的危険物かに

晒されるのを防止する。オフセット８８はさらに、受動プレート８０がスクライ

ブ８６で壊れたときに能動プレート８２上に引き起こされる圧縮応力から生じる

能動プレート８２の希望部分内の短絡を防止するために使用される。

      【００２６】

  次に、プレートアッセンブリ７０が各スクライブ８４、８６でブレークされる

。好ましい実施形態では、受動プレート８０は最初にブレークされ、さらに能動

プレート８２の完全性が保護される。プレート・アッセンブリ７０を各スクライ

ブ８４、８６にそってブレークするためには約１°の角変位が必要である。

      【００２７】

  図１１を参照すると、パネル・アッセンブリ７０をカット面１１０とともに点

検し、ブレークから生じる損傷や気泡１１２がないか調べることができる。その

後、図１２に示されているように、カット・エッジ１１０を斜め、または縦に配

置して気泡を除去することができる。パネル・アッセンブリ７０を縦の向きを維

持しながら、液晶材料１２０を多少エッジ１１０に塗布する。ここで、液晶は、

ドーピングまたはアンドーピング材料でよい。液晶は、未加工パネルの液晶とマ

ッチするようにドーピングするのが好ましい。パネル・アッセンブリ７０は、そ

のまま斜めまたは縦であるが、真空中に置いて、カット・エッジ１１０から気泡

を抜く。気泡１２が抜けたら、追加した液晶１２０ができた空隙を埋め、気泡１

１２が液晶１２０で置き換わる。このプロセスは、オプションで真空中に置く前

にプレート・アッセンブリ７０を予熱することで容易になる。

      【００２８】

  図９を参照すると、図４のステップ４８に示されているように、パネル・アッ
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センブリ７０を密閉する方法が図解されている。パネル・アッセンブリは、接着

剤９０をカット・エッジ１１０に塗布して密閉する。多くの適当な接着剤を使用

することができ、たとえばＵＶ（紫外線）、空気、熱硬化接着剤などがある。好

ましい実施形態では、ＵＶ硬化接着剤を使用している。パネル・アッセンブリ７

０を小さな角度だけ傾けて、密閉領域を持ち上げる。この傾斜で、残りの気泡１

１２が接着剤９０内に抜け、密閉の効果を著しく損なうことなく安全に残すこと

ができる。エッジ１１０は、接着剤９０を塗布する前にきれいにする必要はない

が、それは残留液晶材料８１が接着剤９０に溶解するからである。接着剤９０を

適切に塗布した後、接着剤のタイプに適した、当業でふつうに知られている方法

を使用して、硬化させる。

      【００２９】

  図１０は、密閉されたパネル・アッセンブリ７０の好ましい実施形態を示して

いる。

  図１３照すると、図４のステップ４０で表されているように、フレックス回路

１３８が示されている。フレックス回路１３８は、ディスプレイ・パネル５０と

回路板５６の間に挿入される。フレックス回路１３８は、ドライバ・チップ１３

２、入力トレース１３６、および出力トレース１３４を備える。入力トレース１

３６は、回路板５６からの電気信号をドライバ・チップ１３２に伝達し、切断も

損傷もしていないと思われる。出力トレース１３４は、ディスプレイ・パネル５

０の対応する部分についてドライバ・チップを使用するアドレス信号線に対応し

ている。出力トレース１３４の一部は、ディスプレイ・パネル５０の非希望部分

６０内のアドレス信号線を駆動することができる。このような場合、出力トレー

ス１３４およびフレックス回路１３８の対応する部分は切断し、破棄できる。フ

レックス回路を慎重に調べて、出力トレース１３４のどれが必要でなくなったか

を判別する。出力トレース１３４の個数は通常、入力トレース１３６の数よりも

多い。したがって、すべての入力トレース１３６は、通常、回路板５６に面する

ドライバ・チップの側に集められ、出力トレース１３４は、通常、ドライバ・チ

ップ１３２のすべての側にある。次に、もはや必要なくなった出力トレース１３

４のみを切断し、残りの出力トレース１３４または入力トレース１３６を損傷し
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ないように、切断線の光軸１３０を判別する必要がある。

      【００３０】

  次に、鋭利なエッジでカットを行う。エクザクト・ナイフを使用して切断を行

うのが好ましい。もう一度、適切なＥＳＤ手順を採用するのが好ましい。

  リサイズの後偏光板を取り除く場合、このときに、新しいフィルムをディスプ

レイに積層する。偏光板の積層および向きは、当業ではよく知られている。

      【００３１】

  したがって、図４で説明している手順に従って、上で説明しているように、Ｌ

ＣＤをリサイズする新規性のある方法が開示されている。

  本発明は、好ましい実施形態を参照しながら詳細に説明してきたが、応用例を

表しているに過ぎない。そこで、多くのバリエーションは当業者であれば誰でも

作成でき、付属の請求項で定義されているように本発明の精神と範囲内に収まる

。

【図面の簡単な説明】

    【図１】

  フレックス回路および回路板を利用した従来のＬＣＤの透視図である。

    【図２】

  任意選択で従来のＬＣＤで利用することができる従来のＴＡＢを示す図である

。

    【図３】

  本発明に基づくＬＣＤリサイズの全体図である。

    【図４】

  本発明に基づいてＬＣＤをリサイズする一般的な手順を示す流れ図である。図

４Ａは、図４の手順を本発明に基づいてＬＣＤ上に示す図である。

    【図５】

  図４の手順を本発明に基づいてＬＣＤ上に示す図である。

    【図６】

  図４の手順を本発明に基づいてＬＣＤ上に示す図である。

    【図７】
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  ディスプレイ・パネルをリサイズする本発明に基づく方法を示す図である。

    【図８】

  ディスプレイ・パネルをリサイズする本発明に基づく方法を示す図である。

    【図９】

  パネル・アセンブリを密封する本発明に基づく方法を示す図である。

    【図１０】

  パネル・アセンブリを密封する本発明に基づく方法を示す図である。

    【図１１】

  パネル・アセンブリを密封する本発明に基づく方法を示す図である。

    【図１２】

  パネル・アセンブリを密封する本発明に基づく方法を示す図である。

    【図１３】

  フレックス回路を切断する本発明に基づく方法を示す図である。

【図１】
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【図２】

【図３】
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【図４】

【図４Ａ】
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【図５】

【図６】

【図７】

【図８】
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【図９】

【図１０】

【図１１】

【図１２】
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【図１３】
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【手続補正書】

【提出日】平成１４年６月２４日（２００２．６．２４）

【手続補正１】

【補正対象書類名】図面

【補正対象項目名】図４

【補正方法】変更

【補正の内容】
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【図４】
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【国際調査報告】
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